
有限会社 紅日ビニール工業所

「太巻き対応」サービス



お客様をサポートする最良のパートナーを目指し

ベストサービスを提供いたします。

お客様の満足向上のため、絶えず努力し挑戦する

企業であり続けます。

(有)紅日ビニール工業所

お客様にとって最良のパートナーを目指して。お客様にとって最良のパートナーを目指して。

BestBest　　PartnershipPartnership

太巻き専用台座
紙管を固定するチャック部分にはベアリングを
装着し、重量のある生地でも出来るだけテンションが
かからない設計になっています。
また、シャフト方式にも対応しています。

ベアリング装着部分（両端）

アーム式リフト
最大荷重180kgまで持ち上げ
られます。

電子式パウダー散布装置（粉ふり機）
　最新の電子制御にすることにより、手作業による個人差、
経験差を無くし、さらに粉の散布前に静電気を除電する
ことでムラの無い安定した粉の付着が可能となりました。

散布装置

除電装置

太巻きに関する動画を含む
その他の情報は
HP：http://www.kounichi.com
ブログ:http://kounichi.blogspot.com/

　　　　　　　　にて、発信していきます

http://www/
http://kounichi.blogspot.com/


太巻き対応の概要

ロール生地の巻き芯部分ロスを
なくす為、新しいサービスを始め
ました「太巻き対応」サービスです
別注ロット分の対応となりますが、
Ｍ数が多くなるほどロス低減に
よる効果が期待できます。

巻き芯のロス部分
紙管に巻いてある全ての生地には
どうしても巻き始めの段差によるア
タリが付いてしまいます。
この部分を解消する方法は現在ま
だ無く、それならば「無くす」ではなく
「減らす」方向で当社は取り組み、
今回の方法に至りました。

現在の主流
通常のロール生地
生地厚により巻きｍ数は異なり
ますが、20~50ｍ巻きが主流と
なっています。
巻き芯のロスは一概には言え
ませんが、約1~1.5m、品質の厳し
い製品では3m位使えない物もあり
ます。

太巻きロール生地
最大180kgまでに対応し、巻きm数は生地の種類、厚み
によってさまざまですが、300~500ｍをベースに考えて
います。

太巻きにする事により、全体ｍにおける本数を減らしロスを減らします。
また、本数が少なくなれば、生地によっては外側部分のアタリに対する
ロスの軽減にもつながり、トータル的にコストダウンが図れます。
たとえば、10本分の生地を1本にする事により、9本分の巻き芯が無く
なります

（例）5000ｍ使用する場合
50ｍ巻×100本を500ｍ巻×10本にすることにより、90本分の
巻き芯ロスを軽減することが出来ます。

※太巻きの場合でも、通常本数分の余尺を付けていただく
必要がございます。

※1　現状では太巻きロール生地は、別注生産分にかぎり対応しています。
　　　また、生地の種類、素材によっては太巻き対応出来ない物もあります。
　　　詳しくは、各メーカー、代理店へご相談お問い合わせください。　
※2　裁断料金は通常ｍ数換算で対応しています。
　　　（例）厚み0.2ﾐﾘ500ｍ巻きの場合、50m巻き10本分の価格になります。



太巻き対応サービス始めるにあたって

　昨今の不況下の中、国内におけるビニール製品の市場は
年々減少をたどり、新興国へのマーケットシフトが続いている中、
コストは下がり、それに反して品質のクオリティ基準は上がってい
るのが現状です。
　その中で少しでもお客様のコスト削減にご協力する為、今回の
サービスを開始する運びとなりました。
限界がある「単価の安さ」を提供するのではなく、生地のロスを
低減することによるトータル面での品質面を含めた向上、
　　　
　　　・次工程での巻き芯アタリ抜き取りの手間軽減
　　　・巻き芯アタリに接している上下部分の品質低下減少

　品質向上が、お客様を満足させると信じております。
　

代理店、メーカーさまへ

また、このサービスは、お客様のご賛同はもとより、
代理店、メーカーさまのご協力がなければ成り立たない
サービスでもあります。
お客様がより強い競争力をつける為、良質な製品を送り
出す為にも、ご協力、ご指導をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員一同



■事業内容

各種オレフィン・ビニール・布・ＶＰ・ＯＰなど巻物の裁断及び

ＰＰ・ボール紙などの裁断

各種オレフィン及びビニール製品の製造販売

■使用設備

断裁機2台

巻き取り機1台

ポンス型裁断機2台

大断ち用断裁機1台

フォークリフト1台

アーム型リフト1台

電子式粉ふり機1台

弊社は
さらに厳しい時代、状況下においても裁断における
リーディングカンパニーとなれるよう、さらなる前進を進め
ていきます。
今後とも紅日ビニール工業所をよろしくお願い申し上げます

価値を認めて頂ける企業で有り続けたい



有限会社 紅日ビニール工業所
TEL03-3655-5001
FAX03-3651-6332
mail:kounichi@sa.il24.net
HP：http://www.kounichi.com/

■会社名　有限会社 紅日ビニール工業所
■代表者　中野 正弘
■設立　　　昭和33年
■所在地　〒132-0022
　　　　　　　東京都江戸川区大杉5-15-22

http://www.kounichi.com/
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